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 今年も毎年恒例の「新年互例会」を行いました。 

 「浅葱・撫子ユニット」では、大きなすごろくを作りました。サイコロを振り、出た

目の数を進んでいくのは同じですが、止まったマスにある、早口言葉・体操・クイ

ズ・モノマネなどのお題をクリアしなければならないルールなので、次はどのマス

に止まるのか・・・ハラハラドキドキしながら楽しみました。 

５階では、お正月の食事に合わせ可愛らしいランチョンマットをご用意しまし

た。東雲神社への初詣も済ませ、無事に新しい年を迎える事ができました。 

また各階にてお正月恒例の「書き初め」をしました。皆さんお手本を見ながら

真剣そのもの！！出来上がった作品は書道展に応募させていただきました。 

今年もご入居者がお元気で楽しく、そして安全に過ごしていただける和楽荘で

ありたいと思っています。 令和４年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

１月１日より、特養の中丸介護職員が、和楽会の新しい

衛生管理者に選任されました。 

選任後初めての衛生委員会で、少し緊張した様子でし

たが、各部署の所属長と集い、職場の安全管理業務につ

いて、意見を交換していました。 

 これからも安全な職場づくりに務めてまいります。 

http://warakusou.or.jp/
mailto:info@warakusou.or.jp


  
ご入居者に、少しでも季節を感じていただこ

うと思い、雪だるまを作ってみました。目はボタ

ン、手は木の枝で、口はクリスマスの飾り、頭に

はゆずをのせて完成です！！ 

早速ご入居者に見ていただくと、「まぁ、可愛

いねぇ」「冷たいわ～」と、とても喜ばれました。 

さわると冷たい雪だるまですが、心はほっこ

りした一日でした。 

東雲では１２月のレクリエーションで、黄色い車の移動販売パン屋さん

に来ていただきました。寒い時期ですので地域交流室にかわいらしいパ

ンや、おいしそうな様々なパンを並べていただきました。 

ご利用者もお出かけ気分の装いで買い物バックを持って「どれがいい

かねぇ」「これが美味しそう」と話も弾みます。 

悩んだ末に購入したパンは、その日のおやつにいただきました。 

久々のお買い物や焼き立てのパンに皆さん喜ばれ「また来てほしいね」

と言われていました。 

１２月１５日、広島市内へドリミネーション

を見に行きました。車窓から見える色鮮や

かなイルミネーションや、クリスマス前の賑

やかな街の様子に「綺麗じゃね～」と喜んで

くださり、職員も一緒に楽しませていただき

ました。 

 

１２月２０日に年忘れ会を行いました。 

みんなで歌を歌ったり、魚釣りゲームや黒

ひげ危機一髪で盛り上がりました。 

年忘れ会の後は職員の手作りクリスマス

リースをプレゼントさせていただきました。

お好きなリースを選んでいただき、とても喜

んでくださいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

製作期間１ヶ月をかけて、皆さんと協力して作りました。 

ツリーは色を付けた綿、パステルクレヨンで色を塗ったり、色紙や

お花紙、ダンボールなど様々な材料を使って作った作品です。 

クリスマスツリーも飾り、クリスマスの雰囲気を楽しみました。 

毎年色々な工夫を凝らして来ましたが、今年はダンスや 

大道芸コント「ヒゲダンス」にも挑戦しました！！ 

男性職員による「白鳥の湖」に皆さん大笑いしてくださり、 

年の締めくくりを笑って過ごすことが出来ました。 

新型コロナウイルスが流行し始めてから、開催を中止しておりました 

年忘れ会の「下河内神楽団」による神楽公演ですが、今年は感染予防に

配慮しながら開催させていただくことになりました。 

 演目は「八岐大蛇」 神楽が好きなご利用者に大人気の演目です。 

神楽ファンの方はもちろんですが、初めて見られる方は、間近に迫る大

蛇の迫力にビックリされながらも大喜び！！ 

 下河内神楽団の皆様、迫力ある舞いをありがとうございました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 毎年無病息災を願い、お正月明けに

獅子舞を舞います。 

祭り囃子に合わせ、皆様の１年間の

健康を祈念し、頭を噛ませていただき

ました。 

 今年一年、どうぞよろしく 

お願いいたします。 

 目かくしをしたご利用者に

顔のパーツを手渡し、顔を

作って貰いました。 

 目かくしを外した後の出来

栄えに、皆さん大笑いで 

盛り上がりました。 

 新年恒例のデイサービスの「新茶会」

を行いました。 

 「お作法がわからない…」と仰る方

や、「昔は良くお茶を点てていたの」と

仰る方など、色々な方がおられました

が、職員が心を込めて点てた少し苦い

お抹茶と甘いお菓子を、ゆっくり楽し

んでいただきました。 

 

 今年の節分もまた赤鬼＆青鬼のコンビが和楽荘のデイサービス

へとやって来ました。 新型コロナに配慮して、大きな声は出しま

せんが、デイサービス内を暴れまわる鬼たちを、ご利用者がみん

なでやっつけます！豆に見立てた新聞紙のボールを鬼めがけて 

投げつけ、鬼たちはすごすごと帰っていきました。 

       これで悪いものは全て追い払われましたので、きっと 

幸福がやってくるはずです！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生の終わりまで、あなたは、どのように、過ごしたいですか？ 

誰でも、いつでも命に関わる大きなけがや病気をする可能性があります。命の危機が迫った状態になると、約

70％の方が医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝えたりすることができなくなると言われています。 

自ら希望する医療やケアを受けるために大切にしていることや望んでいること、どこでどのような医療やケアを

望むかを自分自身で前もって考え⇒周囲の信頼する人たちと話し合い⇒共有することが重要です。 

あなたが望む医療やケアについて、前もって考え⇒繰り返し話し合い⇒共有する取り組みのことを「人生会議

（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」と呼びます。 

広島県地域保健対策協議会が作成された、「ＡＣＰの手引き～私の心づもり～」より、下記のステップ①～⑤の順

番に進めていけば、自分自身の考え方がまとまりやすくなります。 「ＡＣＰの手引き～私の心づもり～」は地域包括

支援センターにも設置していますので、お気軽にお問い合わせください。 

アドバンス・ケア・プランニング（ACP） 
～自ら望む、人生の最終段階の医療・ケアについて話し合ってみませんか～ 

 

 

「ＡＣＰの手引き」より 

地域のサロン等で人生会議のお話や「もしバナゲーム」を行いました。 

「初めて自分の人生が振り返れた」「いい人生だったと思いたい」 

「家族と話したい」「心の整理がついた」等々の感想をいただきました。 

ご要望があればいつでもお声掛けください。 

もしバナゲームは「縁起でもない」話を「ゲーム感覚」で 

気軽に話し合うことで、人生において大切な「価値観」や

自分自身の「あり方」等について考えることが出来ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 

立春を迎え、もうすぐ暖

かい春がやって来ると思っ

た矢先の雪で、ドキドキし

ながら通勤してくる職員た

ちを迎えました。職員の中

には、初めて雪道の運転を

した人もいて、「怖かったで

す…」と言っていましたが、

今は不慣れで恐々運転して

いても、何年か後には後輩

たちに雪道の運転のコツを

教えてくれる頼もしい先輩

へと成長していくのです。

何事も経験ですね。 

春を待ちながら、和楽荘

だより５８号をお届けいた

します。 

ヘルパーはご利用者のお

宅に伺って、その方に必要な

支援をさせていただきます。 

仕事の様子など、ヘルパーに

ついてご紹介いたします。 

 

 普段はヘルパーがご自宅へ伺って、ご利用者のご希望を聞き

ながら調理をさせていただきますが、料理を作るのが大好きな

方なので、ヘルパーと一緒にご自身ができる事（炒める・味付け

をするなど）を行いながら、住み慣れたご自宅での生活を継続

していく援助をさせていただいています。 

 私たちも使わせていただく包丁は、ご利用者が丁寧に研いで

くださっているので、切れ味抜群です。おしゃべりしながらの調

理時間は私たちにとっても大切な楽しい時間です。 

  

 

 

「家族介護教室中止のお知らせ」 

３月に予定しておりました「家族介護教室」ですが、県内の新型コロナ感染拡大に

よる「まん延防止等重点措置」の延長(２月１日現在)に伴い、残念ながら中止とさせ

ていただきます。開催を楽しみにされていた皆様には大変申し訳ありませんが、次回

開催の折には、楽しく笑える介護のお話を聞いていただきたいと思います。 

現在、スマートフォンの所有率は全世代で約 89％、７０代でも８割弱の方がお持ち

だそうです。高齢者もスマホを普通に使う時代がくると言われており、和楽荘のケア

マネジャーも業務用にスマホを使う事になりました。 

例えばご利用者の歩行時の映像を専門家に送り、リハビリ方法や必要な福祉用具

の助言を得る、多忙なご家族とメッセージアプリを介して連絡を取るなど、徐々に活

用範囲が拡がっています。 

新型コロナの影響で対面でのコミュニケーションが制限される中、デジタル技術を

活用し利用者家族の皆様の生活や介護をサポートしていきたいと思います。 

 本日のお品書き 

きんぴら・肉じゃが 

きゅうりの酢の物 

ブロッコリーの炒め物 

 

 

登録ヘルパーとして入りました、玉理 茉伊子です。 

結婚後離れていましたが、ずっとやりたかったヘル

パーの仕事に復帰し、覚えることがたくさんの毎日で

すが、楽しく働かせていただいています。 

 笑顔を大切に、皆さんに安心して貰えるようにがん

ばりますので、よろしくお願いします。 

 

 
登録型ヘルパー募集中です！一緒に働いてみませんか？お問い合わせは TEL８４８－５０００（イトウ）まで 


